
大阪大学・言語文化研究科・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４４０１

基盤研究(C)（一般）

2017～2015

ウェブコーパスを利用したヒンディー語・日本語の複合動詞の対照研究

A comparative study of compound verbs in Hindi and Japanese using a large web 
corpus

３０４５２４７８研究者番号：

西岡　美樹（NISHIOKA, Miki）

研究期間：

１５Ｋ０２５１７

平成 年 月 日現在３０   ５ １５

円     3,400,000

研究成果の概要（和文）： 本研究は、現代ヒンディー語の大規模ウェブコーパスを構築し、コーパスから得ら
れる使用頻度等の統計的指標を元に、ヒンディー語の複合動詞について、語用論の面から日本語との対照研究を
行うものである。
 主な成果はこれまで定説であった「複合動詞のV2（'jaanaa' GOや'denaa' GIVE 等）と否定辞が基本的に共起
しない」について、実際はこれらV2が否定辞と共起している事実を量的に例証したことである。さらにこの否定
辞と共起しているV2の例について、日本語の補助動詞「しまう」と否定辞が共起する環境を援用しつつ、ヒンデ
ィー語のV2の共起する環境が「しまう」のそれに酷似していることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research project is to verify, by using a large web corpus, 
Jagannaathan's established claim that secondary verbs (V2s) in compound verbs (CV: V1+V2) very 
rarely co-occur with negative markers in Hindi. The most important results of the research project 
are as follows:
V2s such as Hindi verbs jaanaa GO, denaa GIVE, and lenaa TAKE, together with negative markers, tend 
as a whole to behave quite similarly to Japanese verb shimau PUT AWAY - one of most frequent 
Japanese auxiliary verbs, which renders an aspect of ’completeness’. The examples from the corpus 
indicate that the possible environments for co-occurrence with the negative markers are essentially 
limited to clauses that carry some additional semantic element, such as an imperative (periphrastic 
expression), subjunctive, conditional, etc. Co-occurrence with the indicative is rare.

研究分野：言語学、ヒンディー語学、コーパス言語学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 言語研究において、考察対象となる言語
資料の主な抽出法には、①研究者自身の内省
（母語の場合）または任意の母語話者の内省
（外国語の場合）による判断、②アンケート
による適正調査、③コーパスによる大量言語
調査、がある。言語研究は①の手法で主に行
われてきた。しかし①の場合、母語話者が必
ずしも内在化された言語知識を完璧に意識
化できるわけではないから、結果が信頼性に
欠ける。②の場合は①よりも母集団が増える
が、③の大量言語調査から得られる結果と比
べ、母集団の偏りは否めず、信頼性が高いと
はいえない。これらはそれぞれ一長一短なと
ころがあるためいずれかが万全な方法なわ
けではなく、あくまで相補的に用いられるの
が言語研究の精度を高めるためには理想的
だが、世界で屈指の話者数を抱えるヒンディ
ー語は、これまで③がほとんど整備されてこ
なかった。 
(2) ヒンディー語は 19 世紀後半から現在に
至り、非ヒンディー語母語話者（以下、非母
語話者）である外国人研究者による研究や母
語話者による研究が続いているが、前者は可
視化された形態、統語面での分析にとどまっ
ており、非母語話者による文脈との関係を重
視した語用論的研究はあまりない。その理由
として、まずこれらの分野を研究するには当
該言語の高度な言語知識と言語運用能力並
びに母語話者相当の言語経験を要すること
が挙げられる。一方、母語話者は既に母語の
運用能力を備え自由に会話できるため、その
用法上の仕組みを意識化させにくい。この点、
非母語話者は、仮に長年の言語経験があった
としても、母語話者未満であるため任意の言
語現象に関して直観や内省による例証が困
難である。 
(3) かつて研究代表者（以下、代表者）が従
事した動詞連結に関する科研課題で、これま
での代表者自身の言語経験から「本動詞（V1）
に何らかのニュアンスを付加するのに概ね
相当し、話し言葉（会話体）に比較的出現し
やすい」という仮説を立て、ヒンディー語の
会話体を含む短編小説数編について、日本語
訳を調査し、ヒンディー語の複合動詞
（V1+V2）のうち、語幹接続の V1 に続く V2
の jaanaa「行く」、denaa「与える」、lenaa
「取る」が日本語のテ形接続の補助動詞「し
まう」、「いく」、「やる（あげる）」、「もらう」
等に訳される傾向にあることを指摘した。こ
れは手動による原文 vs.対訳のパラレルコー
パス手法だが、量的に限られたものになり母
語話者、非母語話者の研究者いずれに対して
も、十分に例証するには至れなかった。他方、
元々ヒンディー語の非母語話者である
Jagannaathanの Prayog aur prayog（1981）
が「ヒンディー語の複合動詞は否定辞と共起
しない」という用法上の制限について指摘し
ていることを敷衍し、日本語の補助動詞で使
用頻度が高く、日本語の対訳にも出現しやす

い「しまう」について、国立国語研究所のコ
ーパス BCCWJを利用し、試験的に否定辞と共
起する頻度と共起する例を詳細に調べ、実際
どのような共起制限がかかっているか、共起
を許す場合の環境を詳細に分析した。対照研
究を行うにはこの結果と対比し、ヒンディー
語の複合動詞群の使用頻度、否定辞との共起
等に関するデータを出す必要があったが、先
述の通り、ヒンディー語の場合、言語研究に
適した検索環境がほとんど整っていないと
いう状態であった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、言語研究に適した現代ヒンディ

ー語のウェブコーパス（既存の Sketch Engine
を超える数億語規模）を構築し、非ヒンディ
ー語母語話者の研究者による語用論的研究
の足場を整え、ヒンディー語をはじめ南アジ
ア諸語で盛んに研究された複合動詞につい
て、語用論の面から日本語との対照研究を行
うことを目的としたものである。コーパスか
ら得られる頻度等の統計的指標によりこれ
まで非母語話者である研究者では容易に扱
えなかった語用論的研究、特に南アジア諸語
でしばしば取り上げられる文脈依存率の高
い複合動詞についてジャンルによる出現率
の差や実際の用法（運用面）等を明らかにす
ること、これにより将来的に世界レベルでヒ
ンディー語研究及び南アジア諸語の研究分
野の裾野を広げることに寄与し、さらにそれ
らの分野の研究が外国語としてのヒンディ
ー語教育にも貢献することを目指したもの
である。 
 
３．研究の方法 
本研究は、ウェブコーパス構築と複合動詞

の研究を同時進行で行う。 
 
(1) コーパス構築 
初年度にウェブコーパスにアノテーショ

ンを行い、コーパス構築並びに簡易版の検索
スクリプトの開発を行う。次年度には、国内
外の研究協力者から得られたフィードバッ
クを元に、コーパスのアノテーション等の修
正を行い、さらに、公開版の検索システムの
開発も行う。これらは、代表者の研究で得ら
れた検索結果をいつでも誰でも再現し、検証
できるよう、本研究の研究期間終了までに、
国内外に無料で一般公開する。 
 
(2) 複合動詞の研究 
先述の通り、初年度の前半に言語研究のた

めのパイロット的検索環境を整え、複合動詞
の研究に取り掛かる。具体的にはウェブコー
パスを活かし、ヒンディー語の主要な複合動
詞について検索をし、複合動詞のうち頻度の
高いものをいくつか選定し、本格的に調査、
分析する。また、日本語の複合動詞（正確に
はテ形接続の「しまう」や授受動詞のような
補助動詞群）との対照研究も行う。 



 
４．研究成果 
(1) コーパス構築 
 初年度は、ヒンディー語のウェブコーパス
構築にかかる準備を技術面の研究協力者で
ある赤瀬川（Lago 言語研究所代表）と行った。
具体的には本ウェブコーパスの規模、収集法
の詳細、POS タガーの選定、手順の確認を行
った。次に、ウェブデータの収集に際して必
要な作業（シードの作成とヒンディー語以外
のウェブデータと重複データの排除）を行い、
ウェブデータの質を確認した。また、後に開
発する本コーパス用の検索ツールのプロト
タイプである簡易検索スクリプトの作成を
行い、同年 12 月に試験運転、コーパスと検
索スクリプトの動作確認をした。その検索結
果を元に、次年度の開発に向けての打ち合わ
せや検索に付随する問題について協議した。
本プロジェクトの課題であるヒンディー語
の複合動詞について検索を行ったが、その際
に品詞タガーでタグ付けされたレマに新た
な不備が見られた。この点は次年度の改良点
とした。 
次年度は、ヒンディー語のウェブコーパス

（Corpus Of Spoken Hindi: COSH）の検索テ
ストで判明したアノテーションの問題につ
いて打ち合わせを行い、解決法を議論した。
開発面での柱であった検索インターフェー
ス（COSH Concordancer: COSH Conc）につい
ては、同年 10月公開を目指した開発計画と、
ウェブコーパス公開の準備（ドメイン取得、
レンタルサーバー契約など）に関する詳細な
打ち合わせを行った。7 月にはウェブサイト
の公開、COSHのトップページ、実際の検索に
必要なユーザーマニュアルの作成とその英
語化についての打ち合わせも行った。その際、
COSH & COSH Concを載せるレンタルサーバー
について、ヒンディー語で使用するデーバナ
ーガリー文字の容量がラテン文字よりも容
量が大きいため、当初見込みよりも容量が大
きいサーバーをレンタルしなければならな
いことが判明した。9 月には Preliminary 
Version を内部公開し動作確認を行い、海外
の研究協力者たちからのフィードバックを
得て、11月には正式版（Version 1.00）を海
外の南アジア諸言語の研究者用メーリング
リスト上で一般公開（日本国内向けには日本
南アジア学会のメーリングリストで 12 月に
一般公開の広報済）した。 
最終年度は、前年度に開発したヒンディー

語のウェブコーパスに関わる問題（アノテー
ション、コーパスのデータやウェブサイトに
関する修正点等）について、技術面の研究協
力者や海外の研究協力者らと対面あるいは
メール等で打ち合わせを行い、将来的な修正
点を検討した。また、ウェブコーパスの現地
（ヒンディー語母語話者）でのさらなる普及
を目指し、研究協力者である赤瀬川と、ヒン
ディー語のインフォーマントとしても代表
者 の 研 究 に 協 力 し て い る  Srivastava

（ Central Institute of Hindi, retired 
professor）と Ms. Sharma（Japan Foundation 
Delhi 他、フリーランス日本語教師）ととも
にウェブサイトのヒンディー語ページを作
成し、2018年 2 月上旬に一般公開した。 

なお、COSH & COSH Concは一般公開から既
に約 1.5 年経過するが、研究開始時の予想に
反して、言語研究者である我々のような非ヒ
ンディー語母語話者（つまり日本も含むイン
ド国外）からのアクセス数よりも、インド本
国からのアクセス数が多い。また、次にアク
セスが多いのはインド系移民や在外インド
人（NRI）も多い米国であることは、注目に
値する。 
 
(2) 複合動詞の研究 
 初年度に、まず研究開始前年度に、ウェブ
公開されている新聞記事を元に研究協力者
の赤瀬川が実験的に作成したコーパス（約 1
千万語）を利用し、日本語のテ形＋「しまう」
と否定辞の共起制限の結果と対照させた
“Restrictions on co-occurrence of ‘STEM 
+ jaanaa ’  and negation in Hindi: a 
contrastive analysis with ‘-te + shimau’ 
in Japanese ” を SALA-31 （ Lancaster 
University, UK）で発表した。これは前出の
Jagannaathan（1981）の「否定辞と複合動詞
は基本的に共起しない」「命令表現の場合例
外的に共起する場合がある」等の主張を取り
上げ、ヒンディー語で最も使用頻度が高い複
合動詞 jaanaa（原義は「行く」）が本当に否
定辞と共起しないのか、もし共起するとした
らどのような環境で共起するのかを、コーパ
スを使って客観的に調査し分析したもので
ある。主な結果は、①ヒンディー語の jaanaa
と否定辞の共起頻度は低い、②直説法の文で
は否定辞との共起はまず起こらない（つまり
言い切りの文を否定する時には共起しない）、
③命令表現では否定辞と共起することがあ
る、④副詞節、関係節等の節内ならば、十分
に否定辞と共起される、の 4 点であった。こ
れらの結果は日本語のテ形＋「しまう」の否
定形の場合とほぼ同じであった。 

ウェブコーパスと検索スクリプトができ
あがった段階で、jaanaa について、さらに大
規模なウェブコーパスで検証実験を行った。
初年度の研究で得られた知見と合わせ、次年
度の 4月に“Functions of jaanaa as a V2 in 
Hindi: From Lexicalization to 
Grammaticalization”を SALA-32（University 
of Lisbon, Portugal）で発表した。今回の
ウェブコーパス上での調査では、直説法の文
と考えられるもので、jaanaa と否定辞が共起
している例が一定数見つかったのである。こ
の事実は、これまでのヒンディー・ウルドゥ
ー語のみならず南アジア諸言語の研究での
定説を揺るがすものになった。見つかった例
文すべてについて文脈も合せて検証するこ
とは不可能なため、無作為抽出したものをい
くつか検証したが、否定辞と共起している第



一動詞（V1）に偏りはあるものの、共起する
例が見つかっている。代表者はこれらの抽出
例から jaanaa には文法化しているものと、
V1 と合せて語彙化しているものがある可能
性があることを本発表で指摘し、さらに否定
辞が影響する範囲（スコープ）の問題も関わ
っていることにも言及した。これについては、
今後母語話者の協力を得ながら検証例を増
やし、研究を深める必要がある。 
一方で、チベット・ビルマ諸語の研究者で

ある Dr. Lahaussois（Histoire des Théories 
Linguistiques, CNRS）の協力により、5 月に
“ A Corpus-based comparative study of 
V1+V2 concatenations in Hindi and 
Japanese: Co-occurrence of STEM + jaanaa 
/ -te + shimau and Negation”を Université 
Paris Diderot で講演した。これは、日本語
やヒンディー語の複合動詞のような統語か
ら語用論にまたがる研究には、大規模コーパ
スが有用であることを主張したものである。
意見交換の際に、研究に必要なコーパスの語
数の問題やコーパスの質がどの程度保証さ
れるのか等、その有用性に疑問を唱える意見
も出たが、それはこれからの課題であり、い
ずれにしても母集団が寡少な対面調査や文
献調査では、研究に限界が出てくること、そ
の限界を補えるものの一つが規模の大きい
コーパスであることを代表者は主張した。 
次年度後半はこれまで扱った jaanaa の研

究を一旦おき、ここまで得られた新たな知見
を踏まえながら、jaanaa 同様、COSH & COSH 
Conc 上（この時点では未公開版）を使い、
denaa（原義は「与える」）の使用頻度と共起
する環境を調査した。この調査結果を、最終
年度の 5月に“Does denaa GIVE as a V2 render 
benefactive meaning in Hindi?: A 
corpus-based comparative analysis in 
Hindi and Japanese”と題して、SALA-33（Adam 
Mickiewicz University, Poland）で発表し
た。日本語では補助動詞の「やる／あげる」
が否定辞と共起しても問題なく、その場合、
受益（benefactive）の意味を否定すること
になるのは、日本語母語話者なら直観的に理
解できる。しかし、対するヒンディー語につ
いて COSH & COSH Conc 上で調査すると、先
の jaanaa の②「直説法の文では否定辞との
共起は起こらない」が基本である。しかし、
jaanaa同様、低い頻度ではあるものの例外が
見られた。それらのうち無作為抽出をしたも
のを観察すると、否定辞とは別に小詞（日本
語のとりたて詞あるいは副助詞／係助詞の
類）を伴っていることが判明した。つまり、
jaanaa同様、否定辞が及ぼす否定の範囲にも
関わりがあることを示す結果となった。一方
で、ロシア人の Liperovskiĭ（1984）の Hindi 
language -- Verbでも複合動詞と否定辞との
共起制限について言及があるという情報を
得たため、Prof. Pande（Jawaharlal Nehru 
University, retired professor）の協力で
ロシア語から英語に翻訳、今後の資料として

参考にすることにした。 
さらにこの続編として、同年 7月には、代

表者の教え子でもある、シンハラ語と日本語
を共に母語とする尾濱（大阪大学学部生）の
協力を得、いわゆるインド・アーリヤ諸語で
ヒンディー語の姉妹語とされるシンハラ語
の「与える」相当の補助動詞の振る舞いと比
較した“Does denaa GIVE as a V2 render 
benefactive meaning in Hindi?: A 
comparative case study of Hindi, Japanese 
and Sinhalese”を、言語科学会第 19 回国際
年次大会（京都女子大学）で発表した。結果、
シンハラ語は日本語と同じで、補助動詞の
「与える」自体を否定でき、その場合の意味
も、日本語と同じく受益の意味を否定してい
ることが判明した。対するヒンディー語は、
denaa を伴う複合動詞のままで否定すること
ができない。つまり、日本語的な「して・あ
げない」相当がいえないのである。否定文を
作る場合は、V2 の denaa を取り除いて V1 の
みを否定しなければならない。この事実は、
ヒンディー語の denaa は、あくまで jaanaa
に似た完遂（completeness）の意味合いを示
すものであり、受益（benefactive）という
意味合いが含まれていない可能性が高いこ
とを示唆している。また、裏を返せば、例え
ばヒンディー語からこの複合動詞を日本語
に訳す場合、この「受益」の意味を日本語母
語話者が読み込み過ぎている可能性がある
ことも指摘した。さらに、この点について、
ヒンディー語と同族系の言語とされるシン
ハラ語が、ヒンディー語でなく日本語に酷似
していることも同時に明らかになった。 
最終年度後半には、前年度ウェブコーパス

から denaa と併せて収集した lenaa「取る」
と rakhnaa「置く」のうち、lenaa 調査を行
っている。結果は本研究課題終了後の平成 30
年度に行う予定である。 
 なお、このウェブコーパス開発とヒンディ
ー語の言語研究への応用について、研究協力
者 の Dr. Désoulières （ INALCO/CERLOM/ 
ASIEs）の協力の下、研究協力者の赤瀬川と
共同で、平成 28年 12月に“The Development 
of a Web Corpus of Hindi Language and 
Corpus-based Comparative Studies to 
Japanese”と題して WSSANLP-6（GranCube 
Osaka, Japan）で発表した。また、本研究の
知見は、『現代ヒンディー語文法概説 初級
～初中級編』の執筆の際、「複合動詞」の項
目でも反映させている。 
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